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全
農
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
更
な
る
農
業
者
の
所

得
ア
ッ
プ
と
持
続
的
な
営
農
を
確
立
す
る
た
め
の
取
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば

の
2
Ｊ
Ａ
に
モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
取
組

み
目
的
の
共
有
、
体
制
構
築
と
役
割
分
担
の
明
確
化

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
役
員
も
参
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
、
計
画
の
明
確
化
と
進
捗
状
況

の
共
有
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
両
Ｊ
Ａ
と
取
組
み
計
画
の
明
確
化
に
向

け
た
協
議
を
重
ね
、
6
月
12
日
に
は
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ

ば
と
、
6
月
28
日

に
は
Ｊ
Ａ
ふ
く
し

ま
未
来
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
昨
年
の
取
組
み
を
更
に
拡
大
さ
せ
る

べ
く
、
農
家
手
取
り
最
大
化
実
践
事
項
「
3
つ
の

柱
」
で
あ
る
①
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
低
減
、
②

大
規
模
営
農
モ
デ
ル
実
証
に
よ
る
担
い
手
経
営
改

善
、
③
人
材
育
成
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
み
実
践
メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
実
践
に
つ
い
て

は
、
両
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
内
容
の
実
態
に
合
わ
せ
た
実
践

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
物
財
費
・
労
働
費
・
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
る
内
容
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を

明
確
に
し
て
す
す
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
実
践
メ
ニ
ュ
ー
の
例
と
し
て
は
、
物
財
費

の
削
減
と
し
て
肥
料
の
大
型
車
両
満
車
に
よ
る
工
場
か

ら
の
直
送
拡
大
、
大
型
規
格
農
薬
の
利
用
拡
大
、
レ

ン
タ
ル
農
業
機
械
の
活
用
促
進
、
一
部
青
果
物
の
コ
ン

テ
ナ
出
荷
の
取
組
み
開
始
等
に
取
組
み
ま
す
。
ま
た

労
働
費
の
削
減
に
は
玄
米
の
フ
レ
コ
ン
設
備
の
導
入
促

進
、
省
力
一
発
肥
料
の
普
及
拡
大
、
話
題
の
密
苗
に
よ

る
水
稲
育
苗
の
省
力
化
実
証
試
験
な
ど
に
取
組
み
ま

す
。
生
産
性
向
上
に
向
け
て
は
、
水
稲
の
多
収
品
種

の
普
及
拡
大
、
い
ち
ご
の
増
収
技
術
と
し
て
光
合
成
促

進
機
の
普
及
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。

　

次
ぎ
に
大
規
模
営
農
実
証
モ
デ
ル
経
営
体
と
し
て

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
管
内
で
は
相
馬
市
の
「
合
同
会

社
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
」
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
管
内
で

は
会
津
坂
下
町
の
「㈱

T
-Farm

ing

」
さ
ん
を
選
定

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る
実
践
メ
ニ
ュ
ー
の

実
証
と
、
経
営
実
態
調

査
な
ど
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

　

3
つ
め
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
は
、
営
農
指

導
員
研
修
会
や
担
い
手

支
援
担
当
者
研
修
会
の

充
実
と
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
指

導
員
研
修
等
、
多
く
の

体
系
的
な
人
材
育
成
プ

ラ
ン
に
沿
っ
た
受
講
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
肥
料
農
薬
な
ど
、
予
約
注
文
書
の
見
直
し
に
取
り

組
む
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
こ
れ
ら
を
実
践
し
、
定
期
的
な
検
証
と
課

題
整
理
を
確
認
し
な
が
ら
、
農
家
手
取
り
最
大
化
の

実
現
に
向
け
両
Ｊ
Ａ
、
モ
デ
ル
経
営
体
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲�「密苗」の育苗状況。10a当たり
の育苗箱数が1/3に削減。

▲
��

省
力
一
発
肥
料�

�

「
基
肥
一
発�

天
の
つ
ぶ
２
２
０
０
」

▲�いちごの増収対策　光合成促進機

▲�JA会津よつばとのモデルJAプロジェクト会議開催

▲�密苗を使った田植風景
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平
成
29
年
6
月
13
日
（
火
）
福
島
市
「
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ
」
に
て
、
愛
情
福
島　

夏
秋
青
果
物

販
売
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
「
Ｊ
Ａ
全
農
福
島　

果
実
・
野
菜
振
興
委
員
会
」

の
委
員
に
就
任
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
に
ご
参
集
い

た
だ
き
、
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
関
係
市
場
・
県
・
全
農

福
島
が
一
堂
に
会
し
、
今
年
度
の
生
産
出
荷
状
況
や

今
後
の
見
通
し
、
市
場
か
ら
の
要
望
等
の
情
報
を
共

有
、
今
年
の
対
策
に
つ
い
て
確
認
す
る
会
議
と
し
て

開
催
し
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々
に
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
猪
股
県
本
部
長
よ
り
、
震
災
以
降

の
風
評
被
害
払
拭
に
ご
努
力
を
頂
い
て
る
市
場
の
皆

様
へ
の
御
礼
の
言
葉
と
、
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
県
も
含

め
て
福
島
県
が
一
丸
と
な
り
、

今
年
の
販
売
に
取
り
組
む
決
意

を
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
前
段
に
全
体
会
議
、

後
半
に
果
実
・
野
菜
部
門
に
分

か
れ
て
の
分
科
会
形
式
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
に
お
い
て
は
、
福

島
県
に
よ
り
今
年
度
の
緊
急
時

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
に
つ
い
て
、
全
農
福
島
半
澤

正
志
園
芸
部
長
か
ら
は
29
年
度

園
芸
事
業
方
針
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
29
年
度
の
消

費
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
、
福
島
県
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
量
販
店
に
お
け
る
消
費
者
向
け
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る

旨
の
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
分
科
会
で
は
、
今
年
度
の
生
育
・
作
柄
情

勢
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
振
興
委
員
の
方
々
か
ら

詳
細
な
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
市

場
か
ら
は
産
地
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
頂
き
、
本
県
産
青
果
物
の
今
年
の
出
荷
情
報
・
市

場
で
の
販
売
情
報
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
夏
秋
青
果
物
の
本
番
を
間
も
な

く
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
会
議
は
、

福
島
県
産
夏
秋
青
果
物
の
有
利
販
売
実
現
に
む
け
、

関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
最
善
を
尽
く
す
こ
と

を
確
認
で
き
た
有
意
義
な
会
議
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
当
県
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
生
産
者
手

取
り
の
最
大
化
に
全
力
で
臨
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▲�挨拶をする猪股県本部長

▲�全体会の様子

～
夏
本
番
！
福
島
県
産
青
果
物
の
有
利
販
売
を
実
現
し
よ
う
！
～

平
成
29
年
度「
愛
情
福
島
」夏
秋
青
果
物

販
売
対
策
会
議　

開
催
さ
れ
る
！

「
農
家
手
取
り
最
大
化
」

モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
と
の
取
組
み
に
つ
い
て


